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漱
石
と
オ
カ
ル
ト

―
―
初
期
翻
訳
「
催
眠
術
」（E

rnest
H
art,M

.D
.

）
を
巡
っ
て
―
―

西

村

好

子

は
じ
め
に

若
き
英
文
学
徒
・
弱
冠
二
十
五
歳
の
夏
目
金
之
助
は
、
無
署
名
で
『
哲
学

会
雑
誌
』（
明
二
五
・
五
）
に
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ハ
ー
ト
「
催
眠
術
」
の
翻

訳
を
未
完
の
ま
ま
発
表
し
、
踵
を
接
す
る
よ
う
に
「
老
子
の
哲
学
」（
明
二

五
・
六
）
を
東
洋
哲
学
の
論
文
と
し
て
執
筆
し
た
。

次
に
改
名
し
た
『
哲
学
雑
誌
』
の
編
集
委
員
に
な
っ
た
漱
石
は
、「
文
壇

に
於
け
る
平
等
主
義
の
代
表
者『
ウ
ォ
ル
ト
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
』W

alt
W

hit-

m
an

の
詩
に
つ
い
て
」（
明
二
五
・
十
）
を
「
雑
録
」
欄
に
無
署
名
の
ま
ま

発
表
し
た
。
英
文
学
科
の
学
生
と
し
て
、
こ
の
論
文
は
い
か
に
も
と
納
得
さ

せ
ら
れ
る
し
、
漢
文
育
ち
を
し
の
ば
せ
る
「
老
子
の
哲
学
」
も
漱
石
ら
し
い
。

だ
が
、
オ
カ
ル
ト
と
近
接
す
る
「
催
眠
術
」
の
翻
訳
は
、
奇
妙
な
違
和
感

を
与
え
る
。
完
成
し
て
い
る
二
論
文
に
対
し
て
、
未
完
成
の
ま
ま
で
発
表
と

い
う
形
態
に
お
い
て
、
そ
の
違
和
感
を
漱
石
は
表
現
し
た
と
い
え
よ
う
か
。

さ
り
な
が
ら
、
坪
内
逍
遥
に
激
賞
さ
れ
た
と
い
う
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩

に
つ
い
て
」
の
延
長
線
上
に
、
大
学
院
に
入
学
し
英
文
学
者
に
な
る
道
が
敷

か
れ
て
い
た
と
し
た
ら
、「
催
眠
術
」
翻
訳
が
、
小
説
家
漱
石
を
誕
生
さ
せ

る
密
か
で
豊
か
な
源
泉
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

一

な
ぜ
、
漱
石
は
オ
カ
ル
ト
に
近
い
「
催
眠
術
」
を
翻
訳
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
疑
問
を
解
く
た
め
に
、
ま
ず
当
時
に
お
け
る
「
催
眠
術
」
の
位
置
に
つ

い
て
考
え
て
み
た
い
。
明
治
日
本
は
、
現
在
と
匹
敵
す
る
脳
の
時
代
で
あ
っ

て
、
脳
の
休
息
で
あ
る
睡
眠
や
、
睡
眠
し
て
い
る
際
の
夢
に
も
視
点
が
あ
て

ら
れ
「
催
眠
」
に
も
関
心
が
拡
大
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。「
明
治
二
十
年
前

後
に
は
、
催
眠
術
は
か
な
り
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
流
行
現
象
に
な
り
つ
つ
あ
っ

（
１
）

た
」
と
い
う
。

権
威
あ
る
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
の
研
究
発
表
誌
・『
哲
学
会
雑
誌
』

が
、
催
眠
術
関
係
の
翻
訳
を
堂
々
と
掲
載
し
て
い
る
の
は
、
今
の
私
た
ち
に

不
思
議
な
感
じ
を
与
え
る
。
け
れ
ど
も
、「
科
学
と
オ
カ
ル
ト
の
明
治
日

本
」（
長
山
靖
生
『
千
里
眼
事
件
』
二
〇
〇
五
・
十
一

平
凡
社
新
書
）
に

お
い
て
は
、
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
こ
の
二
分
野
の
仕
切
り
が
明

確
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
れ
は
、
日
本
ば
か
り
で
は
な
く
欧
米
に
お
い
て
も
で
あ
っ
て
、
催
眠
術
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研
究
に
よ
っ
て
「
脳
髄
生
理
を
合
理
の
法
で
解
明
す
」（
金
之
助
訳
）
と
い

う
ハ
ー
ト
の
言
か
ら
も
、
感
じ
と
れ
る
。「
脳
髄
生
理
」
と
い
う
翻
訳
語
自

体
、
催
眠
術
へ
の
関
心
が
大
脳
生
理
、
ひ
い
て
は
脳
と
精
神
へ
の
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

怒
濤
の
如
く
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
る
様
々
な
も
の
の
う
ち
、
散
歩
な
ど
の

身
体
技
法
と
と
も
に
、
精
神
が
現
在
を
引
き
裂
け
る
不
思
議
な
も
の
と
し
て

登
場
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
間
接
的
に
、
川
村
邦
光
は
狐
憑
き
の
分

析
を
通
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

も
は
や
心
や
霊
魂
で
は
な
く
、
精
神
の
分
析
、
そ
れ
も
神
経
や
脳
に
極

限
さ
れ
た
分
析
が
進
行
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。（『
幻
視
す
る
近
代
空

間
―
迷
信
・
病
気
・
座
敷
牢
、
あ
る
い
は
歴
史
の
記
憶
』
一
九
九
〇
・

三

青
弓
社
）

儒
教
道
徳
で
薫
育
さ
れ
る
「
心
」
や
死
後
も
生
き
続
け
る
「
霊
魂
」
で
は

な
く
、
現
在
を
認
識
し
表
現
す
る
精
神
や
神
経
が
ヒ
ス
テ
リ
ー
や
狂
気
と
と

も
に
移
入
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。「
神
経
」
や
「
脳
」
の
時
代

が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

圓
朝
の
怪
談
噺
「
真
景
累
ヶ
淵
」（
速
記
刊
行

伝
・
明
二
一
）
の
「
真

景
」
は
「
文
明
開
化
が
う
た
わ
れ
て
い
た
当
時
の
新
感
覚
語
で
あ
っ
た
『
神

経
』
に
ひ
っ
か
け（

２
）

た
」
も
の
で
あ
っ
た
。
圓
朝
は
、「
幽
霊
と
云
ふ
も
の
は

無
い
、
全
く
の
神
経
病
だ
と
云
ふ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
幽
霊
談
義

を
長
々
と
枕
に
振
っ
て
か
ら
、
本
題
の
怪
談
噺
に
入
っ
て
い
る
。
そ
の
否
定

さ
れ
た
幽
霊
が
、
噺
の
中
で
次
々
と
出
現
し
て
く
る
有
り
様
は
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
朝
最
大
の
小
説
家
・
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
作
品
に
も
あ
り
、
あ
の
イ
プ
セ
ン

の
に
も
あ
る
と
い
う
「
十
九
世
紀
に
隆
盛
し
た
幽
霊
小（

３
）

説
」
と
い
う
英
文
学

を
想
起
さ
せ
る
。

一
方
欧
米
で
は
、「
催
眠
術
」
や
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム
」
が
医
学
者

を
中
心
に
構
築
さ
れ
て
い
く
。
そ
れ
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
、
世
間

を
席
巻
し
、
科
学
的
合
理
的
思
考
の
歯
車
の
な
か
に
人
々
が
巻
き
込
ま
れ
て

行
く
風
潮
の
な
か
で
、
不
可
解
で
不
合
理
な
も
の
（
幽
霊
や
狂
気
な
ど
）
が
、

逆
照
射
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ（

４
）

う
。
そ
の
反
映
を
、
翻
訳
文
中
に
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

例
え
ば
、
催
眠
術
の
「
提
起
法
（Suggestion

）」
に
よ
っ
て
、「
狂
者
を

正
気
に
復
せ
り
」
と
施
療
の
例
が
紹
介
さ
れ
、
さ
ら
に
、
催
眠
術
の
「
研
鑽

探
求
」
は
「
半
ば
哲
理
に
関
す
」（
金
之
助
訳
）
と
意
義
づ
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
現
在
私
た
ち
に
と
っ
て
、
オ
カ
ル
ト
に
近
い
催
眠
術
が
、
明
治

日
本
で
は
『
哲
学
会
雑
誌
』
掲
載
で
自
明
の
よ
う
に
精
神
医
学
と
脳
科
学
と

哲
学
と
に
近
い
位
置
に
あ
っ
て
、「
一
種
不
可
思
議
の
も
の
」・「
狂
気
」
へ

の
対
処
療
法
と
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
に
漱
石
の
関
心
の
核
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
解
は
、「
敢
え
て
憶
測
を
試
み
る
な
ら
、
理
性

や
意
識
を
超
え
る
心
理
に
対
す
る
漱
石
の
関
心
と
探
求
の
一
端
を
示
す
も
の

と
で
も
い
え
よ
う（

５
）

か
」
と
述
べ
て
い
る
。

私
と
し
て
は
、
後
に
「
人
生
」（
明
二
九
・
十
）
で
明
瞭
に
さ
れ
る
「
吾

い
か
ん

人
の
心
中
に
は
底
な
き
三
角
形
あ
り
、
二
辺
並
行
せ
る
三
角
形
あ
る
を
奈
何

せ
ん
」
と
い
う
「
一
種
不
可
思
議
の
も（

６
）

の
」
の
自
覚
に
連
動
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。

で
は
、「
一
種
不
可
思
議
の
も
の
」
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
か
。
金
之
助
は
、

欧
米
文
学
の
ゴ
シ
ッ
ク
小
説
の
「
出
来
事
」
や
物
語
詩
の
妖
怪
や
マ
ク
ベ
ス

の
幽
霊
や
ホ
ー
ソ
ン
や
ポ
ー
の
怪
奇
を
否
定
し
、「
因
果
の
大
法
を
�
に
し
、

ば
く

ち

自
己
の
意
思
を
離
れ
、
卒
然
と
し
て
起
り
、
驀
地
に
来
る
も
の
を
謂
ふ
、
世

俗
之
を
名
づ
け
て
狂
気
と
呼
ぶ
」（「
人
生
」）
と
説
明
し
て
い
る
。

― １５ ―



さ
て
、
オ
カ
ル
ト
と
科
学
ば
か
り
で
な
く
哲
学
ま
で
が
、
混
沌
と
し
て
い

た
こ
の
時
期
に
、
催
眠
術
は
科
学
で
も
な
く
、
哲
学
で
も
な
く
、「
狂
気
」

へ
の
解
明
に
も
な
り
得
ず
、「
感
応
」
と
い
う
主
観
的
思
い
込
み
に
過
ぎ
な

い
と
い
う
一
応
の
結
論
を
得
て
、
中
途
で
こ
の
翻
訳
に
見
切
り
を
つ
け
た
金

之
助
は
、
大
学
生
に
し
て
見
識
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。

彼
が
「
催
眠
術
」
の
翻
訳
を
未
完
の
ま
ま
に
し
て
「
老
子
の
哲
学
」
を
執

筆
し
た
の
は
、「
一
種
不
可
思
議
の
も
の
」
で
あ
る
「
狂
気
」
へ
哲
学
に

よ
っ
て
接
近
し
よ
う
と
意
図
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
頃
の
対
話
の
相
手
が
親
友
・
米
山
保
三
郎
で
あ
る
。
彼
は
金
之
助
と

共
に
、「
批
判
的
実
在
論
の
立
場
を
と（

７
）

る
」
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ブ
ッ
セ
（L

ud-

w
ig

B
usse

）
に
学
び
、
大
学
院
で
「
空
間
論
」
を
研
究
中
に
、
明
治
三
十

年
に
亡
く
な
っ
た
。
後
に
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』（
明
三
八
・
一
〜
三
九
・

八

以
後
『
猫
』
と
省
略
）
に
お
い
て
「
空
間
に
生
れ
、
空
間
を
究
め
、
空

あ
あ

間
に
死
す
。
空
た
り
間
た
り
天
然
居
士
噫
」（
三
）
と
悼
ま
れ
る
曾
呂
崎
の

モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

明
治
二
五
年
九
月
上
旬
ま
た
は
中
旬
、
米
山
保
三
郎
と
金
之
助
は
ヘ
ー
ゲ

ル
や
東
洋
の
哲
学
に
関
し
て
議
論
を
重
ね
て
い
る
。
そ
の
成
果
と
し
て
米
山

は
、「
老
子
の
哲
学
」
に
お
い
て
金
之
助
が
「
老
子
と
ヘ
ー
ゲ
ル
の
差
異
を

論
じ
た
点
を
批
判
修（

８
）

正
」
し
、「
ヘ
ー
ゲ
ル
ノ
弁
証
法
ト
東
洋
哲
学
」（
明
二

五
・
十
一
）
を
、『
哲
学
雑
誌
』
に
発
表
し
た
。
二
人
の
哲
学
談
義
が
い
か

に
創
造
的
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

哲
学
青
年
・
米
山
保
三
郎
と
青
春
を
生
き
、
建
築
家
志
望
で
あ
っ
た
金
之

助
は
、
彼
に
勧
め
ら
れ
文
学
の
方
向
へ
舵
を
切
り
、
子
規
と
親
交
を
深
め
俳

句
を
作
る
文
学
青
年
に
転
身
す
る
。
こ
の
転
身
の
分
岐
点
に
そ
っ
と
置
か
れ

た
の
が
、「
催
眠
術
」
の
翻
訳
で
あ
り
「
老
子
の
哲
学
」
で
あ
ろ
う
。

大
学
院
修
了
後
、
松
山
中
学
校
教
員
を
経
て
、
第
五
高
等
学
校
講
師
と

な
っ
た
金
之
助
は
、
大
量
の
俳
句
を
作
句
し
て
子
規
に
添
削
を
乞
い
つ
つ
、

世
間
で
流
行
し
始
め
た
催
眠
術
に
背
を
向
け
、「
人
間
が
人
間
の
主
宰
た
る

を
得
」（「
人
生
」）
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
哲
学
に
対
し
て
も
疑
問
を
持
ち
、

彼
の
存
在
の
不
安
ば
か
り
が
響
い
て
来
る
次
の
よ
う
な
一
文
を
発
表
し
て
い

る
。

夢
は
必
ず
し
も
夜
中
臥
床
の
上
に
の
み
見
舞
に
来
る
も
の
に
あ
ら
ず
、

青
天
に
も
白
日
に
も
来
り
、
大
道
の
真
中
に
て
も
来
り
、
衣
冠
束
帯
の

た
つ

折
だ
に
容
赦
な
く
闥
を
排
し
て
闖
入
し
来
る
、
機
微
の
際
忽
然
と
し
て

吾
人
を
愧
死
せ
し
め
て
、
其
来
る
所
固
よ
り
知
り
得
べ
か
ら
ず
、
其
去

る
所
亦
尋
ね
難
し
、
而
も
人
生
の
真
相
は
半
ば
此
夢
中
に
あ
つ
て
隠
約

た
る
も
の
な
り
（「
人
生
」）

こ
の
頃
、
存
在
論
的
不
安
を
美
的
幻
化
の
な
か
に
結
晶
さ
せ
て
、
代
表
句

と
さ
れ
る
句
を
詠
ん
で
い（

９
）

る
。

人
に
死
し
鶴
に
生
れ
て
冴
返
る

明
三
〇

或
夜
夢
に
雛
娶
り
け
り
白
い
酒

〃

菫
程
な
小
さ
き
人
に
生
れ
た
し

〃

仏
性
は
白
き
桔
梗
に
こ
そ
あ
ら
め

〃

西
洋
と
東
洋
、
英
文
学
と
俳
句
と
い
う
漱
石
内
部
の
相
反
す
る
ベ
ク
ト
ル

は
、
晩
年
の
『
明
暗
』（
大
五
）
執
筆
時
の
午
前
中
は
小
説
、
午
後
は
漢
詩

の
制
作
に
ま
で
持
ち
越
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
次
に
具
体
的
に
翻
訳

「
催
眠
術
」
を
み
て
い
き
た
い
。

二

漱
石
が
翻
訳
し
た
「
催
眠
術
」
は
、E

rnest
H
art

“H
ypnotism

,M
es-

― １６ ―



m
erism

&
W

itchcraft”

の
中
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
初
版
が
一
八
九
三

年
で
、
私
が
参
照
し
た
の
は
、
カ
ナ
ダ
で
覆
刻
さ
れ
た
第
二
版
で
一
八
九
六

年
発
行
の
二
百
十
二
頁
の
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ（

１０
）

ク
で
あ
る
。
表
紙
と
裏
表
紙
と
も

正
装
し
た
男
に
催
眠
術
を
か
け
ら
れ
よ
う
と
し
て
、
青
い
玉
を
見
せ
ら
れ
目

を
む
い
て
い
る
美
女
の
派
手
な
装
丁
で
、
い
か
が
わ
し
い
感
じ
す
ら
す
る
。

が
、
内
容
は
催
眠
術
、
テ
レ
パ
シ
ー
、
動
物
磁
気
（
電
気
）
な
ど
を
科
学
的

に
探
求
し
霊
媒
現
象
に
つ
い
て
は
批
判
的
な
立
場
を
と
る
研
究（

１１
）

書
だ
。

漱
石
の
「
催
眠
術
」（「
ト
イ
ン
ビ
ー
院
」
演
説
筆
記
）
翻
訳
（
一
八
九

二
）
は
初
版
が
出
版
さ
れ
る
一
年
前
な
の
だ
か
ら
、
恐
ら
く
は
ハ
ー
ト
が
一

八
八
六
年
か
ら
一
八
九
八
年
ま
で
編
集
長
を
し
た
『
イ
ギ
リ
ス
医
学
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
、
講
演
速
記
録
か
ら
の
翻
訳
で
あ
ろ
う
。
英
国
か
ら
遠
く
離

れ
た
東
洋
の
小
さ
な
国
の
極
め
て
敏
速
な
反
応
に
驚
か
ざ
る
を
得
な
い
。

漱
石
が
翻
訳
し
た
の
は
、
ハ
ー
ト
が
ト
イ
ン
ビ
ー
ホ
ー
ル
で“H

Y
P
N
O
-

T
ISM

A
N
D

H
U
M

B
U
G

”

（
催
眠
術
と
ペ
テ
ン
）
と
い
う
題
で
講
演
し
た

巻
頭
の
第
一
章
で
、
そ
の
途
中
で
、
ぶ
つ
り
と
切
れ
て
い
て
未
完
で
、
題
の

「
ペ
テ
ン
」
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
省
略
し
た
か
と
い
え
ば
、
先
述

し
た
よ
う
に
催
眠
術
が
オ
カ
ル
ト
よ
り
も
脳
科
学
や
哲
学
に
近
い
と
い
う
距

離
の
取
り
方
で
の
漱
石
の
翻
訳
で
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
。「
想
像
力
の
あ

る
哲
学
者
」
が
興
味
を
持
つ
「
今
、
大
変
知
的
で
注
目
さ
れ
る
現
代
の
探
求

の
主
題
」（
拙
訳
）
で
あ
る
「
催
眠
術
」
の
金
之
助
訳
は
、
漢
文
訓
読
体
で

格
調
高
く
次
の
よ
う
に
に
始
ま
る
。

幽
玄
は
人
の
常
に
喜
ぶ
所
な
り
。
幽
玄
の
門
戸
を
開
い
て
玄
奥
の
堂
を

き
ゆ
う
ぜ
ん

示
す
者
あ
れ
ば
衆
翕
然
と
し
て
起
つ
て
之
に
応
ず
。
智
者
も
此
弊
を

免
か
れ
ず
昧
者
は
勿
論
な
り
。

冒
頭
の
「
幽
玄
」
は
「T

H
E

unknow
n

」
の
訳
で
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

じ
よ
う
き

今
の
世
に
之
を
催
眠
術
、『
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
』、
動
物
鑷
気
術
、
読
心
術
、

伝
心
術
抔
と
称
す
。
其
古
へ
人
智
未
だ
開
け
ず
合
理
の
法
を
以
て
自
然

の
現
象
を
解
析
す
る
に
拙
な
り
し
に
方
つ
て
は
「
メ
ヂ
ア
ン
」
の
幻
術
、

狐
憑
の
怪
、
禁
呪
の
験
抔
と
云
ふ
大
抵
似
た
者
な
る
べ
し
。

「
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
技
」（
拙
訳
）
を
「『
メ
ヂ
ア
ン
』
の
幻
術
」
と
し
て
お

り
、
注
解
で
は
「
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
王
女
『
メ
ー
デ
イ
ア
』
の
魔
術
」（
山

内
久
明

前
出
）
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
幻
術
」
と
は
、「
催
眠
術
が

移
入
さ
れ
る
以
前
に
、
日
本
固
有
の
『
術
』
と
し
て
伝
え
ら
れ
」、「
妖
術
、

魔
法
を
あ
ら
わ
す
語
」（
一
柳
廣
孝

前
出
）
で
あ
る
。
後
に
『
琴
の
そ
ら

音
』（
明
三
八
・
六
）
の
有
耶
無
耶
道
人
著
『
浮
世
心
理
講
義
録
』
に
、「
日

本
固
有
の
奇
術
」
と
し
て
登
場
す
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
こ
と
は
、「
悪
魔
や
悪
霊
に
と
り
つ
か
れ
て
の
滑
稽

な
動
作
」（
拙
訳
）
を
「
狐
憑
の
怪
」
と
意
訳
し
て
い
る
こ
と
だ
。「
狐
憑

き
」
と
い
う
現
象
そ
の
も
の
が
日
本
に
し
か
な
い
（
川
村
邦
光
・
前
出
）
の

だ
か
ら
、
当
然
原
文
に
は
「
狐
憑
の
怪
」
と
い
う
語
は
な
い
。
漱
石
が
、
キ

リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
悪
魔
や
悪
霊
」
を
、
民
話
に
出
て
く
る
「
狐
」
と
置

き
換
え
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
原
文
に
あ
る
「
悪
魔
払
い
、
悪
霊
の
駆
除
、
手
の
殴
打
に
よ
る
悪

霊
か
ら
の
救
い
、
魔
女
に
よ
る
幻
覚
症
状
へ
の
裁
判
」（
拙
訳
）
な
ど
を

「
禁
呪
の
験
抔
」
と
一
語
に
ま
と
め
て
い
る
。「
悪
魔
や
悪
霊
」「
魔
女
」
に

よ
る
も
の
を
「
呪
わ
れ
る
」
と
い
う
日
本
古
来
か
ら
の
人
間
の
行
為
に
転
換

し
て
い
る
わ
け
で
、
文
化
の
衝
突
で
あ
る
翻
訳
を
、
日
本
の
文
化
に
沿
っ
て

解
消
し
よ
う
と
し
た
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
ハ
ー
ト
が
な
ぜ
、
催
眠
術
に
興
味
を
持
っ
た
か
を
述
べ
る
。
そ
れ

は
、
骨
相
学
協
会
を
創
立
し
た
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
（
一
七
九
一
〜
一
八
六
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八
）
に
よ
る
。
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
が
、
ハ
ー
ト
の
親
戚
の
慢
性
関
節
病
を
催

眠
術
で
治
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
リ
オ
ッ
ト
ソ
ン
は
、
こ
の
催
眠

術
施
療
に
よ
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
臨
床
医
学
教
授
辞
任
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
。
注
解
に
よ
れ
ば
、
以
後
、
催
眠
術
病
院
を
設
立
し
（
一
八
四
九
）、
催

眠
術
雑
誌
を
発
刊
す
る
。

ま
た
、
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
催
眠
術
の
創
始
者
・
オ

ー
ス
ト
リ
ア
の
医
師
・
メ
ス
マ
ー
（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
五
）
の
紹
介
も
あ

る
。
彼
も
、
パ
リ
大
学
医
学
部
に
糾
弾
さ
れ
追
放
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、

グ
ラ
イ
ム
ス
（
一
八
〇
七
〜
一
九
〇
三
）
が
、「
電
気
心
理
の
名
」
で
合
衆

国
議
会
下
院
で
演
説
し
、
そ
の
書
『
電
気
心
理
論
』
が
英
国
に
輸
入
さ
れ
、

そ
れ
を
学
習
し
た
ハ
ー
ト
が
、
催
眠
術
に
手
を
出
し
、
医
事
委
員
に
呼
び
出

さ
れ
審
問
を
受
け
、
科
学
的
に
説
明
し
た
が
理
解
さ
れ
ず
二
度
と
施
療
し
な

い
こ
と
を
条
件
に
許
さ
れ
る
。

欧
米
で
の
催
眠
術
の
人
気
の
高
さ
が
窺
え
る
の
だ
が
、
科
学
で
は
な
い
と

催
眠
術
を
非
難
す
る
者
も
多
く
、
フ
ラ
ン
ス
の
啓
蒙
主
義
思
想
家
・
ヴ
ォ
ル

テ
ー
ル
は
、
次
の
よ
う
に
非
難
し
て
い
る
。

吾
れ
能
く
鬼
を
役
し
吾
れ
能
く
魔
を
使
ふ
抔
と
大
言
を
放
つ
者
己
れ
の

無
智
な
る
よ
り
現
象
に
関
係
な
き
名
目
を
捏
造
し
て
仕
た
り
顔
な
り

（
金
之
助
訳
）

「
理
解
で
き
な
い
現
象
に
意
味
の
な
い
名
前
を
つ
け
て
他
人
に
結
論
を
押

し
つ
け
、
自
ら
の
無
智
を
飾
り
た
て
る
」（
拙
訳
）
神
秘
主
義
者
と
ペ
テ
ン

師
の
傾
向
を
、「
鬼
」
や
「
魔
」
を
登
場
さ
せ
て
の
意
訳
は
、
日
本
人
の
想

像
力
に
訴
え
か
け
て
金
之
助
の
翻
訳
姿
勢
の
面
目
躍
如
と
い
う
と
こ
ろ
だ
。

ハ
ー
ト
は
、
こ
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
の
言
葉
を
謙
虚
に
う
け
と
め
、
な
ぜ
人

が
催
眠
術
に
掛
か
る
の
か
を
、「
合
理
の
法
」
で
解
こ
う
と
し
て
、「
電
気
的

な
も
の
か
磁
気
的
な
も
の
か
確
か
め
」
よ
う
と
「
支
配
実
験
」
を
行
い
、
ケ

ン
ト
の
少
女
に
催
眠
術
を
掛
け
た
例
を
分
析
し
て
、「
感
応
あ
り
と
信
じ
た

る
少
女
」（
金
之
助
訳
）
に
は
十
分
通
じ
る
と
次
の
よ
う
に
結
論
す
る
。

こ

む

去
れ
ば
俗
に
所
謂
鑷
気
睡
眠
、
生
物
電
気
、
奉
信
入
定
抔
と
小
六
づ

か
し
い

箇
敷
御
大
層
な
る
名
を
付
す
る
も
の
も
一
た
び
其
源
頭
に
�
着
す
れ
ば

単
に
主
観
的
の
情
況
に
過
ぎ
ざ
る
な
り
。（
中
略
）
若
し
幾
多
の
方
便

を
以
て
被
術
者
の
想
像
を
感
ぜ
し
め
又
其
体
性
を
動
か
す
を
得
ば
施
験

者
な
く
と
も
実
際
同
様
の
結
果
を
生
ず
べ
し
。（
未
完
）

こ
こ
で
金
之
助
の
翻
訳
は
切
れ
て
い
る
。「
不
可
思
議
の
も
の
」
を
解
明

で
き
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
催
眠
術
が
、
想
像
を
含
め
て
の
「
主
観
的
の
情

況
」
に
よ
る
「
感
応
」
で
あ
る
と
い
う
結
論
を
得
た
こ
と
は
、
以
後
の
英
文

学
研
究
に
生
か
さ
れ
、
さ
ら
に
小
説
創
作
の
豊
か
な
源
泉
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
欧
米
の
小
説
に
扱
わ
れ
て
い
る
、「
感
応
」
を
越

え
た
、
超
能
力
、
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
、
動
物
磁
気
（
マ
グ
ネ
テ
ィ
ズ
ム
）、
電

気
心
理
な
ど
の
超
自
然
現
象
・
オ
カ
ル
ト
の
位
置
を
把
握
で
き
た
の
は
、
大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

当
時
の
英
国
で
、
超
能
力
と
い
う
オ
カ
ル
ト
を
採
り
入
れ
て
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
に
な
っ
て
い
た
の
が
、
小
説
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
で
あ
っ
た
。
早
速
に
、
漱

石
は
「
小
説
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
批
評
」（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
明
三
二
・
八
）

を
発
表
す
る
。
こ
の
批
評
か
ら
粗
筋
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、「『
ジ
プ
シ
ー
』

専
売
の
幽
冥
術
」
と
い
う
超
能
力
に
よ
っ
て
生
き
別
れ
と
な
っ
て
い
た
恋
人

た
ち
が
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
神
秘
的
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
だ
。

「
幽
冥
術
」
と
は
、「『
ク
ル
ス
』
と
云
ふ
胡
弓
の
様
な
、『
ジ
プ
シ
ー
』
特
有

の
楽
器
を
弾
ず
る
と
、
山
神
の
威
霊
で
、
尋
ぬ
る
人
の
生
霊
が
現
は
る
ゝ
」

（「
小
説
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
批
評
）
と
い
う
術
で
、
岩
の
上
で
、「
紅
な
る
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衣
」
を
着
た
女
が
、「
知
ら
ぬ
世
の
楽
器
を
弾
く
と
も
な
し
に
弾
い
て
居

る
」
と
い
う
『
幻
影
の
盾
』（
明
三
八
・
四
）
を
彷
彿
と
さ
せ（

１２
）

る
。

現
在
で
は
二
流
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
が
、
当
時
の
英
国

で
は
「
沙
翁
の
『
オ
フ
ェ
リ
ヤ
』
以
後
、『
ヰ
ニ
ー
』（
巻
中
の
少
女
）
の
如

き
悽
絶
な
る
も
の
な
し
」（「
小
説
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
批
評
）
と
さ
え
評
価

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
受
け
て
漱
石
も
、『
文
学
論
』（
明
四
〇
・
五
）
に
お

い
て
『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
の
幽
霊
や
『
マ
ク
ベ
ス
』
の
妖
婆
と
並
べ
「
或
は
近

時
有
名
な
る
小
説A

ylw
in

中
の
不
可
思
議
分
子
」（
第
一
編
第
三
章
）
と

併
記
し
て
い（

１３
）

る
。

十
九
世
紀
欧
米
で
は
、『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
よ
う
に
オ
カ
ル
ト
を
扱
っ
た

小
説
や
幽
霊
小
説
が
浮
上
し
、
動
物
磁
気
や
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
を
小
道
具
に

使
っ
た
り
、
世
界
観
と
し
て
使
っ
た
小
説
が
流
行
し
て
い
た
ら
し
い
。
そ
ん

な
小
説
の
一
冊
・
ホ
フ
マ
ン
『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』（
一
八
二
〇
〜
二

二
）
を
、
ド
イ
ツ
文
学
者
・
藤
代
素
人
が
、『
新
小
説
』（
明
三
九
・
五
）
誌

上
冒
頭
で
紹
介
し
て
い
る
。

題
は
「
猫
文
士
氣
焔
録
」、
著
者
は
「
カ
ー
テ
ル
、
ム
ル
口
述

素
人
筆

記
」
で
、
ム
ル
の
幽
霊
が
現
れ
、
着
想
を
「『
猫
ば
ゞ
』
に
す
る
」
と
怪
気

炎
を
上
げ
、「
夏
目
の
猫
」
に
著
作
権
を
持
ち
出
し
嫌
味
を
言
い
、「『
人
間

ば
ゞ
』
と
改
正
す
る
が
良
い
」
と
漱
石
を
批
難
し
て
い
る
。
漱
石
は
、
最
終

章
で
「
カ
ー
テ
ル
・
ム
ル
と
云
ふ
見
ず
知
ら
ず
の
同
族
」（
十
一
）
と
話
題

に
挙
げ
て
い
る
だ
け
で
、
そ
の
着
想
を
否
定
し
て
い
る
。

こ
の
否
定
の
背
後
に
は
、
漱
石
自
身
の
苦
い
留
学
体
験
が
潜
ん
で
い
る
だ

ろ
う
。
若
き
金
之
助
は
、
英
文
学
研
究
の
と
ば
口
で
英
文
学
と
は
関
係
の
な

さ
そ
う
な
「
催
眠
術
」
を
翻
訳
し
、
催
眠
術
と
は
「
感
応
」
と
い
う
主
観
的

な
も
の
ら
し
い
と
い
う
感
触
を
得
て
い
た
。

留
学
前
の
「
小
説
『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
批
評
」
の
根
底
に
は
、
な
ぜ
「
感

応
」
を
越
え
る
超
自
然
現
象
を
扱
う
文
学
が
欧
米
で
二
十
版
を
越
す
ベ
ス
ト

セ
ラ
ー
に
な
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
こ
の
疑
問
を
抱
い
た
ま
ま
留
学

し
た
漱
石
は
、
心
霊
学
や
催
眠
術
が
流
行
す
る
英（

１４
）

国
に
幻
滅
し
、
漢
学
に

よ
っ
て
培
わ
れ
た
文
学
と
西
洋
の
文
学
と
の
懸
隔
に
絶
望
し
（『
文
学
論
』

序

明
三
九
・
十
一
）、
文
学
の
か
た
ち
を
追
求
せ
ん
と
し
、『
文
学
論
』

（
明
四
〇
・
五
）
の
構
想
を
企
て
、
果
て
は
神
経
衰
弱
を
患
う
の
だ
。

い
わ
ば
、
身
体
を
か
け
て
、
異
文
化
を
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
漱
石
に
は
、

『
牡
猫
ム
ル
の
人
生
観
』
と
い
う
た
っ
た
一
冊
の
本
か
ら
の
着
想
で
は
な
い

と
い
う
自
負
が
あ
り
、
ム
ル
の
幽
霊
を
出
現
さ
せ
る
素
人
の
発
想
に
西
洋
の

匂
い
を
か
ぎ
つ
け
、
嫌
悪
す
ら
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。

英
国
留
学
か
ら
帰
国
後
、「
感
応
」
や
催
眠
術
、
心
霊
学
、
テ
レ
パ
シ
ー
、

超
能
力
な
ど
の
オ
カ
ル
ト
が
、
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
し
て
、
い
き
い
き
と

展
開
さ
れ
る
の
は
、『
猫
』
と
『
漾
虚
集
』（
明
三
九
・
五
）
で
あ
る
。

『
猫
』
の
大
き
な
枠
組（

１５
）

み
は
、
あ
の
世
の
子
規
と
「
始
終
無
線
電
信
で
肝

胆
相
照
ら
し
て
居
」（
十
一
）
る
テ
レ
パ
シ
ー
と
い
う
こ
と
に
な
る
し
、『
漾

虚
集
』
は
、
オ
カ
ル
ト
の
流
行
す
る
英
文
学
を
許
容
で
き
る
空
間
と
時
間
に

宙
づ
り
に
し
て
再
構
成
し
た
作
品
集
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

三

『
猫
』
か
ら
分
析
し
て
い
き
た
い
。『
猫
』
は
、
小
説
の
構
造
と
し
て
、
迷

亭
・
寒
月
・
苦
沙
弥
な
ど
が
繰
り
出
す
「
挿
話
の
連
鎖
」（
竹
盛
天
雄

前

出
）
で
あ
っ
て
、（
二
）
に
お
い
て
迷
亭
は
「
首
懸
の
松
」
の
不
思
議
さ
を

語
り
、
寒
月
は
「
吾
妻
橋
」
で
の
体
験
を
語
り
、
最
後
に
苦
沙
弥
が
神
経
を

起
こ
し
、「
摂
津
大
掾
」
の
義
太
夫
節
を
聞
き
に
行
け
ず
妻
の
願
い
を
か
な
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え
て
や
れ
な
か
っ
た
話
を
す
る
。
苦
沙
弥
は
二
人
の
話
に
水
を
掛
け
、
反

「
感
応
」
の
話
で
相
対
化
し
て
い
る
の
だ
。

迷
亭
と
寒
月
の
挿
話
に
通
底
す
る
の
は
、「
人
間
の
感
応
」（
二
）「
霊
の

交
換
」（
六
）
で
、
迷
亭
は
次
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
。

（
前
略
）
ゼ
ー
ム
ス
抔
に
云
は
せ
る
と
副
意
識
下
の
幽
冥
界
と
僕
が
存

在
し
て
居
る
現
実
界
が
一
種
の
因
果
法
に
よ
つ
て
互
に
感
応
し
た
ん
だ

ら
う
。
実
に
不
思
議
な
事
が
あ
る
も
の
ぢ
や
な
い
か
（
二
）

「
ゼ
ー
ム
ス
」
こ
と
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
（
哲
学
者
・
心
理
学
者

一
八
四
二
〜
一
九
一
〇
）
を
、
漱
石
は
高
く
評
価
し
て
お
り
、『
思
ひ
出
す

事
な
ど
』
三
（
明
四
三
・
十
一
）
で
は
、
彼
の
死
を
深
く
悼
ん
で
い
る
。

「
副
意
識
」
は
潜
在
意
識
で
、「
幽
冥
界
」
は
無
意
識
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ

訳
語
も
定
ま
っ
て
い
な
い
、
心
理
学
の
か
た
ち
が
不
明
瞭
な
時
期
で
あ
っ
た

こ
と
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
ま
た
、
迷
亭
や
寒
月
の
心
理
学
的
オ
カ
ル
ト
的

話
題
の
間
に
挟
ま
れ
て
い
る
の
が
、
苦
沙
弥
の
翻
訳
「
巨
人
引
力
」
と
い
う

万
有
引
力
の
話
題
で
あ
る
。
オ
カ
ル
ト
と
科
学
と
は
一
線
を
画
す
べ
き
な
の

に
同
列
に
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
、
両
者
の
混
交
し
た
世
相
の
反
映
で
あ
る
し
、

漱
石
に
両
者
を
並
列
す
る
批
判
的
視
点
が
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。

つ
ま
り
、
私
生
活
の
鬱
屈
を
下
敷
き
に
し
て
、
文
明
化
せ
ん
と
し
て
オ
カ

ル
ト
と
科
学
の
移
入
に
奔
走
す
る
知
識
人
批
判
と
戦
争
ま
で
も
真
似
て
近
代

化
を
急
ぐ
国
家
体
制
へ
の
痛
烈
な
批
判
が
、『
猫
』
の
特
異
な
作
品
構
造
で

あ
る
「
作
者
―
猫
、
猫
―
作
中
人
物
」
の
「
二
重
に
固
い
間（

１６
）

隔
」
を
し
っ
か

り
と
支
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

執
筆
一
年
前
に
「
無
人
島
の
天
子
と
な
ら
ば
涼
し
か
ろ
」（
明
三
七
）
と

詠
ん
だ
漱
石
は
、『
猫
』
に
お
い
て
鬱
屈
と
批
判
を
爆
発
さ
せ
て
い
る
の
だ

か
ら
、
苦
沙
弥
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
甘
木
先
生
の
催
眠
術
に
か
か
ら
な
い
。

心
理
学
的
な
も
の
も
オ
カ
ル
ト
的
な
も
の
も
科
学
も
日
露
戦
争
さ
え
も
が
、

痛
快
に
サ
タ
イ
ア
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
相
反
し
て
、「
狐
憑
の
怪
」（「
催
眠
術
」）
と
結
ん
で
ロ
マ
ン
ス
と

し
て
小
説
化
し
た
も
の
が
、『
琴
の
そ
ら
音
』（
明
三
八
・
六
）
で
あ
る
。

漱
石
は
、『
文
学
論
』
の
第
二
編
第
三
章
「
ｆ
に
伴
ふ
幻
惑
」
の
中
で
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

（
三
）
超
自
然
的
Ｆ
。
�
宗
教
的
Ｆ
、
其
Ｆ
は
時
と
国
と
に
よ
り
異
な

る
こ
と
勿
論
な
れ
ど
、
こ
れ
に
伴
ふ
ｆ
は
概
し
て
同
様
な
り
と
す
。

（
中
略
）
�
宗
教
的
な
ら
ざ
る
超
自
然
的
Ｆ
、
例
へ
ば
妖
怪
変
化
、
妖

精
、
妖
婆
其
他
同
様
類
似
の
Ｆ
に
つ
き
て
は
其
ｆ
も
各
々
特
色
を
有
す

る
も
の
な
れ
ど
も
、
こ
ゝ
に
は
詳
述
の
余
白
な
し
。
由
来
此
方
面
は
所

謂
浪
漫
派
文
学
と
関
係
深
き
も
の
な
れ
ば
、
一
応
の
注
目
を
値
す
べ
し
。

こ
の
文
学
理
論
を
援
用
す
れ
ば
、『
琴
の
そ
ら
音
』
は
「
宗
教
的
な
ら
ざ

る
超
自
然
的
Ｆ
」
の
場
合
で
奔
放
な
想
像
力
を
駆
使
す
る
「
浪
漫
派
文
学
」

と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
漱
石
が
サ
タ
イ
ア
も
ロ
マ
ン
ス
も

書
い
た
と
い
う
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
見
方
が
あ（

１７
）

る
。
け
れ
ど
も
、「
何
と

な
く
英
文
学
に
欺
か
れ
た
る
が
如
き
不
安
」（『
文
学
論
』
序
）
を
解
消
し
、

文
学
と
い
う
か
た
ち
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
相
反
す
る
形
式
を
と
っ
て
書

い
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
漱
石
の
鬱
屈
を

晴
ら
す
に
は
、
ど
ち
ら
の
形
式
も
必
要
で
あ
っ
た
の
だ
。
次
に
、
ロ
マ
ン
ス

と
し
て
書
か
れ
た
『
琴
の
そ
ら
音
』
に
つ
い
て
具
体
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

『
琴
の
そ
ら
音
』
の
主
人
公
・「
余
」
は
、
法
学
士
で
、
幽
霊
な
ど
信
じ
な

い
合
理
的
精
神
の
持
ち
主
で
あ
る
。
し
か
し
、
心
理
学
の
得
意
な
友
人
で
あ

る
文
学
士
の
津
田
君
か
ら
、
彼
の
愛
読
す
る
「
幽
霊
の
本
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
、
死
ん
だ
妻
の
幽
霊
が
ロ
シ
ア
戦
線
に
い
る
夫
に
会
い
に
行
っ
た
と
い
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う
話
を
聞
い
て
驚
く
。
一
方
で
、
手
伝
い
の
迷
信
深
い
婆
さ
ん
の
「
犬
の
遠

吠
え
」
か
ら
何
か
「
変
」
が
あ
る
に
違
い
な
い
と
い
う
占
い
に
ひ
き
ず
ら
れ

て
、
結
婚
前
の
「
余
」
に
と
っ
て
の
「
変
」
と
は
「
婚
約
者
が
死
ぬ
か
も
し

れ
な
い
」
と
い
う
こ
と
し
か
な
い
と
い
う
強
迫
観
念
に
取
り
込
ま
れ
る
。
結

末
は
、
は
ぐ
ら
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
婚
約
者
に
は
何
の
異
常
も
な
く
、
逆
に

彼
女
が
朝
早
く
見
舞
い
に
来
た
「
余
」
を
心
配
し
、
愛
を
深
め
る
と
い
う
話

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
時
期
、
大
塚
英
志
に
よ
れ
ば
、「『
怪
談
の
時
代
』
と
で
も
言
う
べ
き

よ
う
な
思
潮
が
あ
っ
た
」（『「
伝
統
」
と
は
何
か
』

二
〇
〇
四
・
十

ち
く

ま
新
書
）
ら
し
い
。

し
か
し
、
漱
石
は
明
確
に
そ
の
思
潮
と
一
線
を
画
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
、『
琴
の
そ
ら
音
』
一
編
に
も
現
れ
て
お
り
、「
浪
漫
派
文
学
」
の
約
束

の
一
つ
と
し
て
「
超
自
然
的
Ｆ
」
が
実
在
す
る
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
て
も

い
い
は
ず
な
の
に
、
作
品
の
時
間
が
現
在
で
、
場
所
が
日
本
と
い
う
設
定
な

の
で
、「
超
自
然
的
Ｆ
」
め
か
し
な
が
ら
、
最
終
的
に
は
、
そ
れ
を
突
き
放

し
、
強
迫
観
念
と
い
う
心
理
に
凝
縮
し
て
い
っ
て
い
る
こ
と
で
自
明
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
、「
浪
漫
派
文
学
」
の
構
成
要
素
で
あ
る
偶
然
宿
命
的
な
誤
解

の
方
に
切
り
替
え
て
い
る
の
だ
。

「
琴
の
そ
ら
音
」
と
い
う
題
に
し
て
も
、『
エ
イ
ル
ヰ
ン
』
の
な
か
の
「
幽

冥
術
」
の
「
例
の
胡
弓
」
の
音
か
ら
連
想
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
ら
み
み
、
つ

ま
り
幻
聴
・
幻
覚
の
こ
と
な
の
だ
か（

１８
）

ら
、
怪
談
の
流
行
に
冷
や
水
を
か
け
て

い
る
こ
と
に
な
る
。

「
余
」
の
友
人
は
、
大
学
で
研
究
に
い
そ
し
ん
で
い
る
知
識
人
で
あ
る
。

そ
の
津
田
君
が
真
剣
に
幽
霊
を
信
じ
て
い
る
と
言
う
こ
と
自
体
、『
猫
』
の

知
識
人
批
判
に
通
じ
る
。
こ
の
批
判
を
凝
縮
し
た
の
が
、
知
識
人
を
狸
と
擬

人
化
し
、
そ
う
い
う
作
者
も
ま
た
狸
で
あ
る
と
い
う
、
有
耶
無
耶
道
人
著

『
浮
世
心
理
講
義
録
』
の
紹
介
で
あ
る
。

す
べ
て
狸
一
派
の
や
り
口
は
今
日
開
業
医
の
用
ひ
て
居
り
や
す
催
眠
術

マ
マ

で
げ
し
て
、
昔
し
か
ら
此
手
で
大
分
大
方
の
諸
君
子
を
胡
魔
化
し
た
も

の
で
げ
す
。
西
洋
の
狸
か
ら
直
伝
に
輸
入
致
し
た
術
を
催
眠
法
と
か
唱

へ
、
之
を
応
用
す
る
連
中
を
先
生
抔
と
崇
め
る
の
は
全
く
西
洋
心
酔
の

結
果
で
拙
抔
は
ひ
そ
か
に
慨
嘆
の
至
に
堪
へ
ん
位
の
も
の
で
げ
す
。
何

も
日
本
固
有
の
奇
術
が
現
に
伝
つ
て
居
る
の
に
、
一
も
西
洋
二
も
西
洋

と
騒
が
ん
で
も
の
事
で
げ
せ
う
。（『
琴
の
そ
ら
音
』）

「
げ
す
」
調
の
文
体
は
、
江
戸
語
で
は
「
ご
ざ
い
ま
す
」
だ
が
周
知
の
通

り
滑
稽
本
の
会
話
に
多
用
さ
れ
る
話
し
言
葉
で
あ
る
。「
浪
漫
派
文
学
」
と

い
う
形
式
を
破
っ
て
、
漱
石
の
本
音
で
あ
る
よ
う
に
サ
タ
イ
ア
が
文
体
と
し

て
尻
尾
を
出
し
て
い
る
の
だ
。

し
か
し
、
こ
の
本
音
に
は
、
初
期
翻
訳
「
催
眠
術
」
を
始
め
と
し
て
の
か

な
り
の
裏
打
ち
が
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
留
学
時
代
の
明
治
三
十
四
年
か
ら
、
帰

国
後
の
明
治
四
十
三
年
く
ら
い
ま
で
の
十
年
ほ
ど
の
間
に
「
ア
ン
ド
リ
ュ
・

ラ
ン
グ
『
夢
と
幽
霊
』、
フ
ラ
ン
マ
リ
オ
ン
『
霊
妙
な
る
心
力
』、
オ
リ
ヷ

ー
・
ロ
ツ
ヂ
『
死
後
の
生
』」
と
い
っ
た
、
オ
カ
ル
ト
や
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ

ズ
ム
関
係
の
も
の
を
漱
石
は
読
ん
で
い
る
（『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
十
七
）。

さ
ら
に
、『
人
格
と
そ
の
死
後
の
存
続
』
の
著
者
マ
イ
エ
ル
や
心
霊
研
究
家

ポ
ド
モ
ア
へ
の
言
及
も
あ
る
（
同
前
）。

し
か
し
、
狸
の
一
人
称
で
自
在
に
語
ら
れ
る
『
浮
世
心
理
講
義
録
』
か
ら

は
、
オ
カ
ル
ト
に
引
っ
張
ら
れ
た
気
配
は
感
じ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
上

「
余
」
は
、「
昨
夜
は
全
く
狸
に
致
さ
れ
た
訳
か
な
」
と
自
分
に
「
愛
想
を
つ

か
し
」
て
い
る
。
ま
た
、『
猫
』
に
お
い
て
は
、
そ
ん
な
読
書
傾
向
の
漱
石
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が
、
催
眠
術
の
本
を
熱
心
に
読
み
興
味
を
示
す
苦
沙
弥
と
し
て
戯
画
化
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、「
霊
の
感
応
」
は
、『
幻
影
の
盾
』（
明
三
八
・
四
）『
薤
露

行
』（
明
三
八
・
十
一
）『
趣
味
の
遺
伝
』（
明
三
九
・
一
）
で
も
展
開
さ
れ
、

『
琴
の
そ
ら
音
』
を
含
め
て
『
漾
虚
集
』（
明
三
九
・
五
）（
他
に
『
倫
敦

塔
』『
カ
ー
ラ
イ
ル
博
物
館
』『
一
夜
』）
に
ロ
マ
ン
ス
と
し（

１９
）

て
ま
と
め
ら
れ

た
。さ

ら
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
の
『
多
元
的
宇
宙
』
の
未
読
部
分

の
約
半
分
を
修
善
寺
の
大
患
（
明
四
三
・
八
）
の
直
後
な
の
に
、
三
日
間
で

読
了
し
て
い
る
（『
思
ひ
出
す
事
な
ど
』
三
）。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ス

は
、
科
学
の
み
で
は
な
く
、
霊
的
な
世
界
に
も
言
及
し
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ

ム
を
含
め
て
の
宇
宙
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
姿
勢
を
示
し
て
、『
多
元
的

宇
宙
』
を
書
き
残
し
た
。
漱
石
の
言
葉
で
い
え
ば
「
反
理
知
派
」
で
あ
る
。

胃
潰
瘍
の
当
時
の
治
療
と
し
て
温
め
た
蒟
蒻
を
胃
部
に
載
せ
、
仰
向
け
に

な
っ
た
不
自
然
な
姿
勢
で
の
読
書
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
死
ん
だ
か
も
し
れ
な

い
自
分
を
担
保
と
し
て
熱
い
思
い
の
中
で
『
多
元
的
宇
宙
』
に
熱
中
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
�
で
は
、
日
本
史
上
最
大
の
オ
カ
ル
ト
「
千
里
眼
事
件
」（
明

四
三
・
九
）
で
沸
き
ブ
ー
ム
と
さ
え
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
漱
石
は
、
結
局
「
反
理
知
派
」
の
方
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
そ

れ
を
言
外
に
語
っ
て
い
る
の
は
、『
変
な
音
』（
明
四
四
・
七
）
で
あ
ろ
う
。

自
分
の
病
室
の
隣
か
ら
妙
な
音
が
す
る
。
こ
の
妙
な
音
は
、
い
か
に
も
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。
後
で
、
直
腸
癌
で
入
院
し
た
男
が
、
看
護

婦
に
キ
ュ
ウ
リ
を
す
ら
せ
て
い
た
音
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
そ
の

亡
く
な
っ
た
隣
室
の
男
も
隣
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
変
な
音
を
気
に
し
て
い
た
。

実
は
、
そ
れ
は
毎
朝
自
分
が
髭
を
剃
る
た
め
、
剃
刀
を
自
動
革
砥
へ
掛
け
磨

ぐ
音
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
生
死
の
狭
間
に
い
る
二
人
の
男
が
聞
く
不
思
議
な

音
を
、「
超
自
然
的
Ｆ
」
に
せ
ず
、
種
明
か
し
を
し
、
運
命
の
ア
イ
ロ
ニ
ー

に
転
位
し
て
い
る
。『
琴
の
そ
ら
音
』
の
「
そ
ら
音
」
は
、
六
年
後
「
妙
な

音
」
か
ら
「
変
な
音
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

初
期
翻
訳
「
催
眠
術
」
は
、
オ
カ
ル
ト
と
科
学
、
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
ズ
ム

と
精
神
医
学
、
心
霊
学
と
心
理
学
な
ど
の
渦
巻
く
る
つ
ぼ
の
中
に
漱
石
が
い

た
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
く
れ
る
。
こ
の
翻
訳
か
ら
、
引
き
出
さ
れ

て
来
た
超
自
然
現
象
・
オ
カ
ル
ト
が
、『
猫
』
と
雁
行
し
て
創
作
さ
れ
た

『
漾
虚
集
』
に
通
底
し
て
い
る
。『
文
学
論
』
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
超
自
然
的

Ｆ
」
を
た
た
き
の
め
し
た
『
猫
』
の
サ
タ
イ
ア
と
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
生
か
し

た
『
漾
虚
集
』
と
は
、
表
裏
一
体
と
し
て
把
持
す
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
表
は

漢
文
、
裏
は
滑
稽
本
と
い
う
江
戸
時
代
の
文
学
の
在
り
方
と
拮
抗
し
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

ゆ
え
に
、
西
洋
に
飲
み
込
ま
れ
な
い
で
、
西
洋
の
文
化
の
総
体
と
取
り
組

み
、
文
学
の
か
た
ち
を
理
論
と
実
践
の
な
か
で
追
求
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
あ
る
。
そ
の
追
求
の
突
破
口
と
な
っ
た
も
の
の
一
つ
が
、
若
き
日
の
初
期

翻
訳
「
催
眠
術
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注（
１
）

一
柳
廣
孝
『〈
こ
っ
く
り
さ
ん
〉
と
〈
千
里
眼
〉
―
日
本
近
代
と
心
霊
学
』

（
一
九
九
四
・
八

講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）
に
よ
る
。

（
２
）

矢
野
誠
一
『
三
遊
亭
圓
朝
の
明
治
』（
一
九
九
一
・
七

文
春
新
書
）
に
よ

る
。
度
会
好
一
『
明
治
の
精
神
異
説
―
神
経
病
・
神
経
衰
弱
・
神
が
か
り
』

― ２２ ―



（
二
〇
〇
三
・
三

岩
波
書
店
）
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

（
３
）・（
４
）

富
山
太
佳
夫
『
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
世
紀
末
』（
一
九
九
五
・
一

青
土

社
）
に
よ
る
。

（
５
）

山
内
久
明
注
解
『
漱
石
全
集

第
十
三
巻
』（
一
九
九
五
・
二

岩
波
書

店
）
に
よ
る
。

（
６
）
「
人
生
は
心
理
的
解
剖
を
以
て
終
結
す
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
又
直
覚
を
以
て

観
破
し
了
す
べ
き
に
あ
ら
ず
、
わ
れ
は
人
生
に
於
て
是
等
以
外
に
一
種
不
可

思
議
の
も
の
あ
る
べ
き
を
信
ず
」（「
人
生
」）
に
よ
る
。

（
７
）・（
８
）

荒
正
人
著
『
増
補
改
訂
漱
石
研
究
年
表
』
第
二
版
（
一
九
八
四
・

六

集
英
社
）
に
よ
る
。

（
９
）

拙
稿
「
漱
石
の
俳
句
世
界
―
作
家
漱
石
に
至
る
ま
で
」（『
散
歩
す
る
漱
石

―
詩
と
小
説
の
間
』
所
収

一
九
九
八
・
九

�
林
書
房
）
に
詳
し
く
論
じ

た
。

（
１０
）・（
１１
）

E
rnest

H
art,

“H
ypnotism

,
M

esm
erism

&
W

itchcraft”

（T
oronto

;
C
oles

P
ublishing

C
om

pany,
1980

）、
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
イ
ト

ル
は
、“H

ypnotism
,
M

esm
erism

and
the

N
ew

W
itchcraft”

（L
on-

don
;

Sm
ith,

E
lder

&
co.,

1896

）、
第
二
版
の
覆
刻
で
あ
る
。
初
版
と
の

違
い
は
、
最
終
章
と
付
録
を
付
け
た
こ
と
で
、
初
版
に
つ
い
て
は
佐
々
木
英

あ
ん

し

昭
「『
暗
示
』
実
験
と
し
て
の
漱
石
短
篇
―
「
一
夜
」「
京
に
着
け
る
夕
」『
永

日
小
品
』
の
深
層
―
」（「
日
本
近
代
文
学
第
七
六
集
」
二
〇
〇
七
・
五
）
が

既
に
注
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
覆
刻
本
は
、
舞
鶴
高
等
工
業
専
門
学

校
教
員
吉
永
進
一
氏
か
ら
お
借
り
し
た
。
ま
た
拙
稿
に
つ
い
て
丁
寧
な
御
助

言
を
戴
い
た
。
著
書
に
『
催
眠
術
の
黎
明
・
近
代
日
本
臨
床
心
理
の
誕
生
・

１
〜
７
』（
二
〇
〇
六
・
一

ク
レ
ス
出
版
）
な
ど
が
あ
る
。

（
１２
）・（
１３
）

竹
盛
天
雄
「『
琴
の
そ
ら
音
』
…
…
二
段
構
成
の
語
り
」（『
漱
石

文
学
の
端
緒
』
所
収

一
九
九
一
・
六

筑
摩
書
房
）
に
、
既
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
。

（
１４
）
「
漱
石
が
留
学
し
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
か
ら
エ
ド
ワ
ー
ド
朝
に
か
け
て
の
英

国
で
は
、
心
霊
学
や
催
眠
術
は
、
空
前
の
ブ
ー
ム
を
呈
し
て
い
た
」（
長
山
靖

生
『
�
外
の
オ
カ
ル
ト
、
漱
石
の
科
学
』
一
九
九
九
・
九

新
潮
社
）
に
よ

る
。

（
１５
）

拙
稿
「
子
規
と
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』」（
前
出
）
に
詳
し
く
論
じ
た
。

（
１６
）

相
馬
庸
郎
「
漱
石
と
写
生
文
」（『
子
規
・
虚
子
・
碧
梧
桐
―
写
生
文
派
文

学
論
』
所
収

一
九
八
六
・
七

洋
々
社
）
に
よ
る
。

（
１７
）

�
秀
実
『
日
本
近
代
文
学
の
〈
誕
生
〉
―
言
文
一
致
運
動
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
』（
一
九
九
五
・
四

太
田
出
版
）
第
八
章
が
、
詩
と
小
説
と
い
う
相
反

す
る
ジ
ャ
ン
ル
に
注
目
し
て
い
る
。

（
１８
）

注
（
１２
）
と
同
じ
。

（
１９
）

柄
谷
行
人
『
定
本
柄
谷
行
人
集
―
日
本
近
代
文
学
と
の
起
源
』（
二
〇
〇

四
・
九

岩
波
書
店
）
の
「『
漾
虚
集
』
は
ロ
マ
ン
ス
な
の
で
あ
る
」（
第
七

章
）
に
よ
る
。

テ
ク
ス
ト
は
、『
漱
石
全
集

全
二
十
八
巻
』（
岩
波
書
店

一
九
九
三
〜
一
九

九
九
）
を
使
用
し
た
。
ふ
り
が
な
は
適
宜
省
き
、
旧
字
体
は
適
宜
新
字
体
に

改
め
た
。

（
に
し
む
ら
よ
し
こ
／
神
戸
大
学
非
常
勤
講
師
）

― ２３ ―


